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作 業 項 目 ： 除 伐 を 主 と す る 林 間 整 備  

 干 害 防 備 保 安 林 の 南 、 4 4 林 班 「 は 」 地 区 は 、 ヒ ノ キ の

植 林 帯 に ヒ サ カ キ や ツ バ キ 、 ソ ヨ ゴ な ど の 常 緑 樹 が 繁 茂

す る 薄 暗 い 林 間 だ っ た 。 ６ 月 か ら ３ 回 の 作 業 で 東 海 自 然

歩 道 沿 い の 尾 根 筋 近 辺 は か な り 明 る く な っ た が 、 谷 筋 近

く に は 白 い テ ー プ を 目 印 に 付 け て あ る 要 伐 採 の 常 緑 樹 や

枯 損 木 が ま だ か な り 残 っ て い る 。 今 日 は 、 未 処 理 の 要 伐

採 木 を で き る だ け 片 付 け る こ と に し 、 ４ 名 と ３ 名 の ２ 班

に 分 か れ て 作 業 し た 。  

 谷 に 近 付 く に 連 れ 斜 面 が 急 傾 斜 に な っ て 足 場 が 悪 く な

り 、 ま た ツ バ キ な ど 硬 い 木 は 、 幹 回 り が あ ま り 太 く な い

割 に は 伐 木 に 時 間 が 掛 か り 、 谷 近 く を 担 当 し た ３ 名 の 男

性 班 は 、 午 前 ・ 午 後 で 1 0 本 程 度 し か 処 理 出 来 な か っ た

が 、 女 性 ３ 名 を 含 む ４ 名 組 は 、 比 較 的 細 い 木 が 多 か っ た

せ い も あ る が 、 女 性 陣 の 活 躍 の お 陰 で 作 業 が 捗 り 、 1 5 ～

6 本 程 度 の 要 伐 採 木 を 処 理 で き た よ う だ 。 樹 間 に 繁 茂 し

日 光 を 遮 っ て い た 常 緑 樹 が 減 っ た お 陰 で 、 作 業 後 の 林 間

を 見 渡 し て み る と 、 作 業 前 に 比 べ 明 ら か に 明 る く な っ て

い た 。  

 除 伐 作 業 後 、 物 置 設 置 場 所 へ 戻 り 、 全 員 で 新 旧 の 物 置

に 収 納 す る 用 具 類 の 仕 分 け と 、 物 置 の 周 囲 に 水 捌 け の た

め の 溝 堀 作 業 等 を し た た め 、作 業 終 了 時 間 が 遅 く な っ た 。 

【【【【 作 業 参 加 者 】】】】  

斧 田 一 陽  小 櫃 徹 夫  武 田 壽 夫  秦 康 夫  河 野 直 子  

石 原 順 子  後 藤 和 子             計 ７ 名  
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①  集 合 写 真  

 

 

②  伐 木 予 定 木 ～ 株 立 ち ４

本 の う ち 、 ２ 本 は 処 理 済  

 

③  掛 か り 木 に な り そ う な 枝

を 、 高 枝 鋸 で 事 前 に 処 理  
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④  伐 木 作 業 中 1  

 

⑤  伐 木 作 業 中 2  

 

⑥  株 立 ち の ツ バ キ 伐 木 後 ）  

 

⑦  伐 木 後 の 処 理  

 

⑧  林 床 整 備  作 業 風 景 1  

 

⑨  林 床 整 備  作 業 風 景 2  
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⑩  林 床 整 備  作 業 風 景 3  

 

⑪  物 置 周 囲 の 溝 堀 り  

 


